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経路改善のイメージ（南風好天時）

実運用上の検証及び関係自治体からの意見を踏まえ、騒音の影響が特に

顕著な経路の交差点部分について、安全を確保した上で、飛行方式に関す

る基準上可能な限り市街地上空を回避するよう経路を見直し、当該エリア全

体における騒音影響を軽減。

成田空港
現在の運用

5000ft

4000ft

交差エリア

高度差1,000ft

運用改善策
成田空港


